
　昨年は南木曽町の土石流、御嶽山の噴火、大北

地区の地震と多くの大規模な自然災害に長野県

は見舞われました。今年に入っても、箱根大涌谷

や浅間山などの異常な火山活動が現在も続いて

います。自然災害はいつ起きても不思議ではない

のが四季のある温帯気候・火山列島日本です。塩

尻市にも、牛伏寺断層が走り、フォッサマグナや

東海・南海トラフの大地震の被害予想が出されて

います。更に、近年の異常気象による降雨や降雪

など、たくさんの災害に備えなければなりません。

　昨年の「豊かな心を育む市民の集い」ではイ

コールネット仙台の宗片恵美子さんによる「被災

地からのメッセージ」～なぜ防災・復興・減災に女

性の視点が必要か～の講演があり、「防災・復

興」への男女共同参画意識の大切さを再認識し

ました。そこで、塩尻市における「防災・復興」に

ついて、「市民アンケート」に見る意識や地域防

災の活動を行っている「奈良井女性消防隊」「高

出地区」にインタビューしました。
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防災意識・活動への男女共同参画の推進

「防災・復興」への男女共同参画意識をもつために

地区防災計画や行動マニュアル作成時の女性の参加

地域防災の男女共同参画(複数回答)
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■１． ※防災会議に女性委員が積極的に登用されている ３９人／３６７人
■２． ※防災会議に女性委員をもっと登用していくべきである １１０人／３６７人
■３．避難所等の運営に、女性や要援護者及び子どもや障がい者などの様々なニーズを配慮している ３９人／３６７人
■４．避難所等の運営マニュアルで弱者や男女共同参画への配慮が不足している ６８人／３６７人
■５． ※防災計画に様々な人々に対応するよう、配慮がされている ２３人／３６７人
■６． ※防災計画での多様なニーズへの対応が不十分である ４３人／３６７人
■７．その他（防災計画を良く知らない・分からない・はじめて聞いたなど） ４５人／３６７人

①各地区の現状は、市内の地区によっては「女性消防隊」があります。広丘地区では「原新田婦人消防隊」「堅石女
性消防隊」「野村区婦人消防隊」宗賀地区に「平出女性消防班」楢川地区に「贄川地区女性消防隊」と今回取材さ
せていただいた「奈良井女性消防隊」です。ほとんどの消防隊は消防団と合同の消防訓練を年１回実施しています
が、独自の活動や訓練はなかなか行われていないのが現状です。

②課題と方向としては、○夜警活動や消火訓練など、独自の活動を充実させたり、組織の強化（明確化）を図りなが
ら災害時における他組織との連携をどのようにしていくかが今後の課題です。○少子高齢化の現状を踏まえ、地域
の安全・安心を確保するためにも、塩尻市全地区に女性消防隊組織を構築し、地域の意識向上と絆の構築を推進す
ることも必要課題です。

①家庭での備え…災害時の連絡方法や集合場所などを、家族会議で明確にしておく事が望まれている。
②地区の防災計画…地区の防災計画の作成に女性の視点を取り入れるため、会議メンバーへの女性委員の確保と各地区
の特性を踏まえた実践的な計画への作成が望まれます。

③避難所運営…地区ごとのマニュアル作成が急務であり、そこに女性の視点を盛り込み女性が運営に参画することが
必要です。

④その他地域活動…独居高齢者の見守り支援や児童への挨拶（声掛け）運動などの「絆」づくりを広げて行きたい。

平成26年度「男女共同参画に関する市民ア
ンケート」は市内１０００人に実施し、400人
から回答をいただきました。今回初めて「防
災・復興」に関するアンケートを実施しました。

※防災会議
塩尻市防災会議と消防委員会に3割以上の
女性を登用するとしています。
（市34人中７名で20.6％県下第２位H26.4現在）
※防災計画
塩尻市地域防災計画。

♥お気軽にご相談ください♥

Ｈ２６年度「市民アンケート」に見る防災・復興… …

編
集
後
記

♡塩尻市女性相談【面接相談は要予約】月～金0263-54-0783［電話相談・面接相談］月～金9:00～17:00 
♢県女性相談センター 026-235-5710　♥女性の人権ホットライン（長野地方法務局）0570-070-810
♣塩尻警察署（生活安全課:ＤＶ相談）0263-54-0110

2015. 9.15　第61号

塩尻市こども教育部男女共同参画・人権課
塩尻市大門七番町４番３号
TEL ：（0263）52－0280　内線3135
FAX ：（0263）54－2705
Eメールアドレス：kyoudou@city.shiojiri.lg.jp

男女共同参画
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●女性消防隊へのインタビュー  ●高出地区防災取材  ●市民アンケートに見る防災意識

～「防災・復興」に向けての男女共同参画社会～特集

奈良井女性消防隊の皆さん

隊長
廣田すみ子さん

会計
巣山めぐみさん

副隊長
井出佐恵さん

副隊長
工藤淳子さん

監査
倉田春美さん
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地区防災に活躍する女性消防隊への取材から

設立の趣旨と活動の目的
　奈良井宿は歴史ある宿場町で昭和５３年に国の重要伝

統的建造物群保存地区に選定された地域です。男性の消

防団員だけでは昼間留守になりがちのため、まず初期消

火が重要と平成４年に女性消防隊を立ち上げました。地

域全体の防火意識を高めることも大きな目的でした。

「どんな活動をしていますか？」
　現在隊員は５１名で１２班に分かれ、月に一度夜警をしています。一人暮らしのお年寄りには、災害の時に「近

くに隊員が居る」という安心感を持ってもらうため、火の用心を呼びかけながら安否確認をしています。また、

消火訓練は年に一度行っています。

　その他、昨年の大雪の時は、奈良井区の要請により国道に閉じ込められている方々に炊き出しをしました。

また、救急法も日赤の方にお願いして勉強したり、防災対策の先進地視察で高山市、妻籠宿などにも行きまし

た。さらに、女性団体の一つとして玄蕃祭りやアイスキャンドル祭などへの参加協力をしながら、親睦とチーム

ワークの向上にも努めています。

「組織の構成はどのようになっているのでしょうか？」
　家庭の主婦が中心で、５５歳定年制でしたが隊員が減ってきたため、現在は定年制を廃止し、６０代の方達に

も協力していただいています。そこで、一度辞められた方にも声をかけたり、以前隊の役員をされた方にも一般

隊員に戻って活動してもらうなどして隊を維持しています。

「今、一番の課題と感じている
　　　　　　　　 ことは何ですか？」
　女性も子育てが終わると昼間勤めに出て家に居な

い事が多くなってきているため、一番大事な初期消火

という目的が果たせるかどうか心配です。

「奈良井宿として特に
　　　　　  気をつけていることは？」
　奈良井宿は観光客が多いのでタバコのポイ捨てに

は神経を使い、街道の数カ所に喫煙所を設けています。おかげでこの頃はポイ捨てタバコも少なくなってきま

した。また、夏の花火は街中ではやらないように呼びかけ、協力していただいています。昭和４２年頃に１０軒

ほどが瞬く間に燃えてしまったという大火があって、火の粉が恐ろしかったこともあり、まずは防火を第一と考

えています。　

奈 良 井 女 性 消 防 隊
地区防災に取り組む高出地区への取材から

設立の趣旨と活動の目的
　平成１８年「ご近所支え合いマップつくりモデル地区」指定を

受け活動が始まりました。その背景には、自治会としての地域

交流活動の必要性がありました。災害を始め、日常的支援を必

要とする人、支援ができる人を把握し、日頃から近隣同士支え

合える関係作りを目指して活動する事が目的です。阪神淡路大

震災の時に地域の繋がりが希薄だったことで、誰が住んで居る

か分からず助けられなかった。これを教訓にして始まりました。

「どんな活動をしていますか？」
　区民全員に支え合い活動の説明文を配布し、「支え合いカード」に記入の際には班長が一軒ごと説明して回

り、「支援して欲しい事」「支援できる事」を記入してもらい、「支え合いマップ」を作成し各戸に配布していま

す。特に重点として、災害時の安否確認、避難支援、日常生活においては雪かき支援に取り組んでいます。今年

からは、子どもの見守り活動も始めていますし、地域全体での防災訓練、支え合いづくり通信の作成配布等の活

動をしています。

「組織はどのようになっているのでしょうか？」
　区の役員と民生委員などを中心として「支え合いづくり推進委員会」（構成員は６０名）を編成し、事業の計

画や方針決定、実施をしてきました。現在は、推進委員会の中に企画広報部会（女性は２名）を設けて、年度毎

に具体的な取り組み課題を提案してもらっています。

「今、一番の課題と感じていることは何ですか？」
　区には、アパートが多い事もあり、自治会加入率が５３％と言う現状で、情報が行き届かない事が悩みです。
　課題としては
①情報の無い家への災害時の対処方法。

②近隣の支え合いではプライバシーの問題があり、支えたい人が居るのにもう一歩踏み込めない。

③限られた人への負担が大きい。

④収集した情報は「個人情報取扱方針」を策定し漏洩防止に努めているが、管理と累積への対処。

⑤少ない情報の中での取り組みなので、今後の活動を模索している。少しでも支え合いの輪が広がることを

願っています。
　抱負としては
①今年度公益団体から２００万円の助成を受け防災機材を設置する計画があるので、今後女性の意見を取

り入れ、災害の時に女性ならではのストレス（共用トイレ・授乳室・生理用品配布時の思いやり・・・）が生

じないように対策を講じていきたい。

②災害時はもとより、日常的に隣近所がお互いに支え合い、助け合うことで益々住み良い地域になっていけ

ばと思います。

③「女性ならでは」の発想も大いに取り入れて地区防災に取り組んで行きたいと考えています。

高 出 ３ 区 の「 支 え 合 い 活 動 」

市川景隆副区長さん 今井正範区長さん
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